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17億4236万円
民生費
（23.3％）

9億3463万円
総務費
（12.5％）

7億7893万円
土木費
（10.4％）

7億7340万円
衛生費
（10.3％）

7億8356万円
教育費
（10.5％）

4億7867万円
公債費（6.4％）

8億43万円
農林水産業費
（10.7％）

4億6420万円
消防費（6.2％）

2億9918万円
災害復旧費（4.0％）

目的別
歳　出

4億2593万円
その他（5.7％）

目的別
歳　入

36億5238万円
地方交付税
（46.6％）

17億2613万円
国・県支出金
（22.1％）

10億4685万円
町税

（13.4％）

2億9199万円
繰越金（3.7％）

1億5131万円
諸収入（1.9％）
7251万円
分担金負担金
（0.9％）

1億2210万円
その他（1.6％）

5億5712万円
町債（7.1％）

1億227万円
地方消費税交付金
（1.3％）

8030万円
地方譲与税（1.0％） 3904万円

その他（0.4％）

依
存
財
源
 78.5％　　　

自主財源 21.5％
　
　
　
　
　
　

決
算
報
告

平成 23 年度

津南町
　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、

一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。
皆
様
が
納
め
た
税
金

や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

歳
出
の
増
減
要
因

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入
が

78
億
４
２
０
０
万
円
、前
年
度
比
10
億
９
２
８
万

円
増（
14
．８
％
増
）、歳
出
が
74
億
８
１
２
９
万

円
、前
年
度
比
９
億
４
０
５
５
万
円
増（
14
．４
％

増
）と
な
り
、差
引
３
億
６
０
７
２
万
円
を
平
成

24
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

　

本
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
自
主
財
源
は

前
年
度
比
約
１
億
６
千
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
町
税
の
う
ち
「
個
人
町
民
税
」
と
「
法
人
町

民
税
」
は
、
前
年
度
比
約
５
千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。「
固
定
資
産
税
」
は
工
場
等
の
建
設
で

前
年
度
比
約
１
千
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
入
湯
税
」
の
減
少
な
ど
に
よ
り
町
税
全
体
で
は

　

歳
出
を
目
的
別
（
円
グ
ラ
フ
）
に
見
る
と
福

祉
関
係
経
費
の
「
民
生
費
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、

前
年
度
比
約
２
億
６
千
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
土
木
費
」「
消
防
費
」「
災
害
復
旧
費
」
は

長
野
県
北
部
地
震
災
害
や
豪
雪
な
ど
の
災
害
に

よ
り
前
年
度
比
約
５
億
２
千
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。「
議
会
費
」
は
議
員
共
済
負
担
金
の
増

に
よ
り
約
２
千
５
百
万
円
の
増
、「
総
務
費
」
は

町
債
償
還
金
、
統
計
調
査
事
業
、
選
挙
費
等
の

事
業
費
減
に
よ
り
約
１
億
円
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
費
」
は
津
南
小
と
中
津
小
の
耐
震
工

事
、
中
津
川
運
動
公
園
造
成
事
業
等
に
よ
り
約

２
億
３
千
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
（
表
）
に
見
る
と
、
補
助
金

交
付
や
、
消
防
や
ご
み
処
理
場
な
ど
へ
の
負
担

金
で
あ
る
「
補
助
費
」
の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

74億8,129万円

▼歳入合計

78億4,200万円

①長野県北部地震災害や豪雪災害により歳入歳出ともに増加した。

②固定資産税・たばこ税が増加した。

③震災復興特別交付税の増により、地方交付税が増加した。

町 税 の 内 訳
構成比

固定資産税 6億　981 万円 58.2%
町民税（個） 2億 8,675 万円 27.4%
町民税（法） 4,973 万円 4.8%
町たばこ税 6,159 万円 5,9%
軽自動車税 3,098 万円 3.0%
入　湯　税 799 万円 0.7%

前年度比
人件費 9億 2,362 万円 ー 4.9%
物件費 8億 1,332 万円 7.5%

維持補修費 2億 5,618 万円 28.0%
扶助費 5億　179 万円 14.1%
補助費等 18億 2,224 万円 35.0%
公債費 5億 1,167 万円 ー 3.6%
積立金 3億 7,637 万円 ー 21.8%
繰出金 10億 7,065 万円 2.9%

普通建設事業費 7億 9,693 万円 20.7%
災害復旧事業費 3億　266 万円 7930.1%
その他 1億　586 万円 0.1%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 12億 1,253 万円 11億 4,073 万円
後期高齢者医療 1億 1,515 万円 １億 1,248 万円
介護保険 13億 8,683 万円 13億 2,237 万円
簡易水道 2億 3,862 万円 2億 1,111 万円
下水道事業 4億 1,059 万円 3億 7,654 万円

農業集落排水事業 5億 1,298 万円 4億 8,751 万円
津南病院事業 18億 9,002 万円 18億 8,425 万円
合　計 57億 6,672 万円 55億 3,499 万円

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

計
で
独
立
採
算
が
原
則
で
す
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
も
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
一
般

会
計
か
ら
お
金
を
繰
り
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
全
部
で
７
つ
あ
る

特
別
会
計
全
て
が
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
建
設
事
業

の
量
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
は
、
法
律
や
制

度
改
正
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。

POINT ここがポイント

前
年
度
比
約
３
千
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
自
主
財
源
で
は
、
使
用
料
・
手
数
料
、

寄
附
金
や
繰
入
金
、
諸
収
入
に
よ
る
収
入
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
な
ど
の
制
度
に
影
響
を
受
け
る
依
存

財
源
は
、
前
年
度
比
約
11
億
７
千
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
町
の
歳
入
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
地
方
交
付
税
の
う
ち
「
普
通
交
付
税
」

は
、
災
害
関
係
の
経
費
の
算
入
に
よ
り
前
年
度

比
約
３
億
４
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
国
庫
支
出
金
」「
県
支
出
金
」
は
、
昨
年
の

災
害
復
旧
事
業
の
増
加
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金

が
前
年
度
比
約
２
億
円
の
増
、
県
支
出
金
は
前

年
度
比
約
６
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
次
い
で
割
合
が
多
い
の
が「
繰
出
金
」

で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な

ど
の
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
お

金
で
前
年
度
比
約
３
千
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
人
件
費
」
は
、
職
員
削
減
に
よ
り
前
年
度

比
約
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
北
部
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
「
維

持
補
修
費
」「
補
助
費
等
」「
普
通
建
設
事
業
費
」

「
災
害
復
旧
費
」
が
前
年
度
比
約
９
億
６
千
万
円

の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
震
災
復

興
特
別
交
付
税
な
ど
、
国
か
ら
の
交
付
金
も
増

え
た
こ
と
で
財
政
調
整
基
金
に
３
億
５
千
万
円

を
積
立
で
き
ま
し
た
。
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平成21年度
平成22年度

平成23年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成21年度
平成22年度

平成23年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成21年度
平成22年度

平成23年度

9.6%
9.7% 9.8%

平成21年度
平成22年度

平成23年度

49.8%
50.1% 57.9%

平成21年度 平成22年度 平成23年度

津南病院事業会計 6.2% 3.4% 1.1%

簡易水道特別会計 − − −

下水道事業特別会計 − − −

農業集落排水事業特別会計 − − −

危ない!!

危ない!!

危ない!!

一
般
会
計
の
み
で
、
黒
字
。

県
下
で
も
低
い
借
金
比
率
。

未
来
へ
残
す
、

　
　
負
担
は
少
な
め
。

津
南
病
院
の

　
資
金
不
足
比
率
は
、解
消
傾
向

全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
黒
字
で
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、一
般
会
計

の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）を

差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。本
町
は
、平
成
19
年

度
か
ら
ず
っ
と
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
無
し
」と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）
の

元
利
償
還
金
で
す
。

　

公
債
費
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
下
水

道
・
病
院
の
特
別
会
計
や
、消
防
な
ど

一
部
事
務
組
合
の
会
計
に
も
あ
り
、実

際
に
は
、町
が
負
担
金
と
し
て
支
払
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、町
が
負
担
す
る

分
を
実
質
的
に
公
債
費
と
と
ら
え
た

指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
9.8
％
」
と
昨
年
度
よ
り
微
増
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
22
年
度
の
全

国
平
均
が
10.5
％
、
県
平
均
が
14.2
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
低
い

借
金
比
率
と
い
え
ま
す
。
ま
た
県
下

で
も
６
番
目
と
低
い
値
で
し
た
の
で
、

平
成
23
年
度
で
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
低
借
金
体
質
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ
て

い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、

町
債
現
在
高
や
、将
来
の
支
出
が
決

ま
っ
て
い
る
経
費
、町
職
員
が
い
っ

せ
い
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合

の
退
職
金
な
ど
の
合
計
額
か
ら
、貯

金
で
あ
る
基
金
現
在
高
や
町
債
現

在
高
に
係
る
交
付
税
措
置
予
定
額

な
ど
を
差
し
引
い
て
実
質
的
な
将

来
負
担
を
算
出
し
ま
す
。昨
年
に
比

べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
が
本
町
は

「
57.

９
％
」と
県
内
で
も
低
位
に
あ

り
ま
す
。早
期
健
全
化
基
準
か
ら
み

て
も
低
位
に
あ
り
、健
全
な
水
準
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
簡

易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集
落
排

水
」「
病
院
」の
４
つ
の
特
別
会
計
を

対
象
と
す
る
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集
落

排
水
」の
特
別
会
計
は
黒
字
の
た
め
、資

金
不
足
比
率
は「
無
し
」と
な
り
ま
し

た
が
、「
病
院
」は
赤
字
決
算
で
あ
り
、資

金
不
足
比
率
は「
1.1
％
」と
な
り
ま
し

た
。年
々
改
善
さ
れ
て
お
り
、不
足
額

は
、１
千
６
９
７
万
円
で
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

津
南
町
は
病
院
事
業
会
計
が
赤
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
連
結
し
て
全
会

計
の
合
計
で
は
黒
字
と
な
る
た
め
、

指
標
は
「
無
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
指
標

実
質
赤
字
比
率

　

あ
る
日
突
然
、
町
の
財
政
が
破
綻
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は

悪
化
し
た
状
態
を
放
置
し
、
改
善
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
財
政
事
情
の
危
険
度
を
判
断
す
る
基
準
を
設
け
確
認
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
津
南
町
は
、
一
般
会
計
の
み
だ
け
で
な
く
、
特
別
会
計
を
含
む

全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
指
標
で
も
健
全
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
が
赤
字
で
あ
り
ま
す
が
、
年
々
、
資
金
不
足
比
率
が
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
通
常
の
決
算
資
料
だ
け
で
な
く
、
こ
の
指
標
に
も
着
目

い
た
だ
き
、
財
政
再
生
団
体
と
な
ら
な
い
よ
う
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

項目別一人当り金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査に

7億 6396万円
5098万円
5865万円
3690万円
2415万円

69,723円
4,653円
5,353円
3,367円
2,204円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

4億 3231万円
5億5823万円
7億5183万円

39,455円
50,947円
68,616円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設の償還等に
津南病院の整備などに

2億 3980万円
1億4380万円

1339万円
3億7640万円

21,885円
13,124円
1,222円
34,353円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

7億 2341万円
7703万円

66,023円
7,029円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1億 7078万円
1億2539万円

15,587円
11,443円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2億 9988万円
1億6950万円

473万円
2億3282万円

7199万円

27.369円
15,470円
432円

21,249円
6,571円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

6113万円
3億4798万円

9808万円
2億2070万円

5566万円

5,579円
31,759円
8,952円
20,142円
5,080円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 4億 7867万円 43,686円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 4億 6420万円 42,366円

議　会　費 議会活動に 1億 0257万円 9,361円

災害復旧費 災害の復旧に 2億 9918万円 27,304円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 2719万円 2,482円

■ 町民一人当たりに使われたお金は
※平成24年4月1日現在の
　人口10,957人で換算 68万2,786円

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

町民一人あたり
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差
押

歳 入
21億5,638万円

十日町市
12億1,099万円
（56.2％）

津南町
2億7,276万円（12.6％）

分
担
金
及び

負担金 68.8％　　

国庫支出金
1,421万円（0.6％）

繰越金
6,306万円（2.9％）

県支出金
5,563万円（2.6％）

諸収入
2,742万円（1.3％）

組合債
5億1,070万円（23.7％）

その他
161万円（0.1％）

20億8,785万円
歳 出

常備消防費
9億8,651万円
（47.3％）

非常備消防費
2億1,251万円（10.2％）

消防施設費
1億3,107万円
（6.3％）

公債費
7億3,218万円
（35.0％）

その他
2,558万円
（1.2％）

　消防費 
63.

8％

歳 入
5億4,408万円

塵芥・し
尿

処
理
組
合
費
 5
2
.9
7％

組合費 60
.80

％

津南町
1億4,380万円
（26.43％）

十日町市
1億1,035万円
（20.28％）

栄村
3,403万円
（6.26％）

斎場組合費
4,260万円
（7.83％）

国庫支出金
9,054万円
（16.64％）

繰越金
3,726万円
（6.85％）

諸収入
3,198万円
（5.88％）

繰入金
1,000万円（1.84％）

手数料
2,526万円
（4.64％）

使用料
1,819万円
（3.34％）

財産収入
7万円（0.01％）

歳 出
5億302万円
衛生費 74.92％

塵芥処理費
2億3,627万円
（46.97％）

じんかい

し尿処理費
6,540万円
（13.0％）

公債費
8,948万円
（17.79％）

総務費
3,648万円
（7.25％）議会費

20万円（0.04％）

清掃
総務費
5,815万円
（11.56％）

斎場費
1,704万円
（3.39％）

納
税
通
知
書
発
送

　
　

⬇

督
促
状
発
送

督
促
手
数
料
百
円
・
延
滞
金
が
本
税
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

督
促
状
発
送
後
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ

の
督
促
に
係
る
町
税
等
が
完
納
さ
れ
な
い
と
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
納
期
限
日
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で

の
日
数
に
応
じ
、税
額
に
次
の
割
合
で
計
算
し
た

金
額
で
発
生
し
ま
す
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月（
保
険
料
の
場
合
は

３
ヶ
月
）経
過
す
る
日
ま
で　

年
４.

３
％

・
そ
れ
以
降　

年
14.

６
％

　
　
　
（
電
話
・
文
書
・
自
宅
訪
問
に
よ
る
催
告
）

財
産
差
押（
預
貯
金
、給
与
、保
険
金
等
）

　
　

⬇

換
価
・
充
当

　

差
押
え
た
預
貯
金
や
給
与
は
滞
納
金
額
に
充
当

さ
れ
ま
す
。

財
産
の
状
況

借
金
の
状
況

預
金
の
増
額

町
民
一
人
、
１
１
３
万
円
の
借
金

　

町
の
財
産
に
は
、役
場
庁
舎
や
学

校
な
ど
の
土
地
・
建
物
の
ほ
か
、山
林

の
立
木
、町
内
６
カ
所
の
温
泉
権
、株

券
な
ど
の
有
価
証
券
、貯
金
で
あ
る

基
金
、車
両
や
事
務
機
器
な
ど
の
備

品
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
余
剰
金
を
財
政
調
整

基
金
へ
積
立
し
た
た
め
、預
金
が
増

額
し
て
い
ま
す
。

消
防
業
務
な
ど

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し

合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な

ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
は
、町
が
長
期
間
お
金
を
借

り
る
こ
と
に
よ
り
負
う
町
の
借
金
で

す
。町
債
の
特
徴
は
、借
り
た
お
金
が
、

利
率
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、後
年
度

に
地
方
交
付
税
で
戻
っ
て
く
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
年
度
末
残
高
は
約

１
２
５
億
円
で
す
。昨
年
よ
り
人
口

が
減
っ
て
い
る
た
め
、町
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
１
３
万
円

と
昨
年
と
同
額
に
な
り
ま
し
た
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,820,538㎡ 0.0％
建　　　物 127,838㎡ 0.0％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 6件 0.0％
有価証券 1億 5,985 万円 0.0％
貸　付　金 3億　638 万円 4.6％
出資による権利 1億 8,689 万円 0.1％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％

預　　　金　　 25 億 4,530 万円 15,1％
備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 46億 6,253 万円 3.2％

簡易水道特別会計 4億 3,712 万円 9.5％
下水道事業特別会計 41億 6,131 万円 -3.6％

農業集落排水事業特別会計 30億 7,244 万円 -4.5％
津南病院事業会計 1億 2,784 万円 -5.5％
合　　　　　　　計 124 億 6,124 万円 -1.0％

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
は
、津
南
町
、十
日

町
市（
旧
中
里
村
・
松
之
山
町
）、栄
村
の
３
市
町

村
で
構
成
し
、火
葬
・
ご
み
・
し
尿
な
ど
の
共
同

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　312件（内：津南町174件）前年度比2.6％増

	 　※火葬１件当たりの経費：56,484円（公債費等を除く）

ゴミ処理　ゴミ搬入量：8,544トン（内：津南町4,240トン）前年度比6.2％増

燃えるごみ 6,617トン 埋立ごみ 291トン
資源ごみ 454トン 古紙 786トン
空びん 247トン ペットボトル 46トン空　缶 103トン 白色トレイ

	 　※ゴミ１トン当たりの処理経費：22,087円（公債費等を除く）

し尿処理　総搬入量：7,854㎘（内：津南町3,097㎘）前年度比1.8％減

	 　※１㎘当たりの経費：12,082円（公債費等を除く）　　　　　

町
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

　

町
で
は
町
税
等
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
県
と
協
働
し
徴
収
を
行
う「
新

潟
県
地
方
税
徴
収
機
構
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

税
金
等
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
法
律
に

基
づ
き
、滞
納
者
の
意
思
に
関
ら
ず
強
制
的
に
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 STOP！滞納

財
産
差
押
と
は

　

督
促
状
・
催
告
な
ど
に
よ
っ
て
も

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、他
の
納
税

者
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
金
融

機
関
へ
の
預
貯
金
調
査
や
、
勤
務
先

へ
の
給
与
調
査
、
取
引
先
へ
の
売
掛

金
調
査
等
を
実
施
の
う
え
財
産
を
差

押
え
ま
す
。

　

差
押
え
・
調
査
内
容
に
よ
っ
て
は

滞
納
者
の
社
会
的
信
用
を
失
い
か
ね

ま
せ
ん
。

　

未
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
等
が
あ

れ
ば
、至
急
納
付
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

す
ぐ
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、事
前
に
連

絡
を
い
た
だ
い
た
上
で
来
庁
し
て
く

だ
さ
い
。生
活
状
況
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
い
た
う
え
で
、完
納
に
向
け
た

納
付
計
画
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

税
務
町
民
課
税
務
班

℡
７
６
５–

３
１
１
３
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Doctor Helicopter

 空き校舎で農村体験
— 旧：三箇小学校 鎌倉小受け入れ —

 がんばれ津南ランナー
— 10/7　新潟日報杯争奪 津南町駅伝大会 —

新潟県ドクターヘリ 10月30日運航開始

 鬼から逃げ切れ
— 9/29　onigame（鬼ゲーム） —

 夢はメジャーリーグ。
— 10/8　津南町少年野球大会 —

 新副町長・新教育委員のご紹介

　三箇地区では、閉校した三箇小学校を使って、都会の学
校の農村体験を受け入れています。9月 17 日からは、鎌
倉小の児童が体育館に布団を敷いて学校に宿泊しながら農
業体験や水力発電の見学などを行いました。
　空き校舎を使った地域おこしの可能性を三箇地区では探
しはじめています。

　地区や有志による 9チーム 135 人が参加し、津南町駅
伝大会が開催され、中津 Aチームが優勝しました。
　集落から出場しているランナーを応援するため、沿道で
も応援する町民の姿がたくさんみられました。

救急現場では救急隊が傷病者の応急処置をし、ラン
デブーポイントまで搬送します。

ドクターヘリでの搬送が必要だと判断した場合、ヘ
リに収容し、搬送を行います。

ドクターヘリはランデブーポイントに到着後、医師
と看護師が傷病者の容体確認や応急処置をします。

　ドクターヘリは、救命医療専門の医師と看護師が搭乗し、救
命救急医療に必要な医療機器を装備した救命救急専門の小型ヘ
リコプターです。救急現場にドクターヘリが派遣されることに
より、早期治療が可能になり、救命率の向上や後遺症の軽減を
図ることができます。
　ドクターヘリは、新潟市にある新潟大学医歯学総合病院に待
機していて、消防からの要請で出動します。（十日町まで約 30
分）ヘリは、救急現場付近の臨時離着陸場所（ランデブーポイ
ント）まで飛んでいき、先に救助者を搬送してきた救急車と待
ち合わせ、近隣の指定医療機関へ搬送します。運航が開始され
ると十日町管内でも月に 1、2回の要請が行わると予想されて
います。
　町内でも 14カ所の臨時離着陸場所が指定されています。離
着陸の際には、消防職員が現場の安全確保を行いますが、ヘリ
に近づかないなどご協力をお願いします。 　なじょもんの広大な敷地を使っての、大人の鬼ごっこ：

Onigame（鬼ゲーム）が行われました。前回が好評だった
ため、今回で 2回目の開催になりました。ミッションや、
鬼キッズの登場など前回よりパワーアップした内容で、参
加者は子どものころのドキドキ感を味わいました。

　10 月１日付で新たに山
岸博之さん（正面）が教育
委員に就任しました。

　10月 15 日付けで、副町
長に村山昇さん（下船渡本
村）が就任しました。

　子どもが少なくなり、下船渡レッドイーグルス以外は混
成チームでの参加となりました。飯山市 1チーム、十日町
市 2チームも加わり、計 5チームで熱戦が繰り広げられ、
地元、下船渡レッドイーグルスが優勝しました。

↑ お手玉の作り方を教わる鎌倉小の子どもたち。

↑ 鬼から逃げる逃走者。後ろで、すでに捕まった仲間が見守る

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

救
急
現
場

ヘ
リ
と
合
流

ヘ
リ
に
搬
入

Go Hospital

①津南中学校グラウンド
②外丸小学校グラウンド
③芦ケ崎小学校グラウンド
④中津小学校グラウンド
⑤津南小学校グラウンド
⑥上郷小学校グラウンド
⑦津南中等教育学校第 2グラウンド

⑧旧：津南原小学校グラウンド
⑨旧：三箇小学校グラウンド
⑩中津川運動公園（野球場）
⑪ニュー・グリーンピア津南駐車場
⑫卯ノ木集落グラウンド
⑬なじょもん
⑭かたくりの宿グラウンド

津南町ランデブーポイント

※写真は、10 月 9 日に行われた運航訓練のものです。

■
▼

■▼
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

「
山
の
木
が
家
に
な
る
ま
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
見
学
会

四
種
混
合
予
防
接
種

生
活
・
就
労
相
談
会

津
南
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

伐
採
・
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
・
住
宅
建
築
ま

で
の
一
連
の
行
程
を
、
視
察
す
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
魚
沼
産
ス
ギ
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

住
宅
建
築
を
お
考
え
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
21
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
内
容

伐
採
・
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
・
住
宅
建
築
の

現
地
視
察
、
室
内
研
修

■
会
場

・
視
察
：
津
南
町
内

・
研
修
：
津
南
町
森
林
組
合

（
詳
細
や
日
程
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

■
応
募
範
囲

魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、
湯
沢
町
、

津
南
町
に
在
住
の
か
た

■
参
加
費　

無
料

■
お
申
し
込
み

11
月
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

11
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
に
四
種
混
合
予
防

接
種
が
加
わ
り
ま
す
。
四
種
混
合
は
、
三
種
混

合
に
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
要
素
が
加
わ
っ
た
も

の
で
す
。

■
対
象
者

　

生
後
３
ヵ
月
〜
７
歳
６
ヵ
月
未
満
で
、
三
種

混
合
予
防
接
種
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
（
生
・
不

活
化
問
わ
ず
）
を
１
回
も
受
け
て
い
な
い
者
。

※
平
成
24
年
８
月
以
降
生
ま
れ
が
対
象
。

■
標
準
的
な
接
種
年
齢
・
間
隔
・
回
数

初
回
接
種
…
生
後
３
〜
12
ヵ
月
ま
で
の
間
に
20

〜
56
日
（
３
〜
８
週
）
ま
で
の
間

隔
を
お
い
て
３
回
接
種

追
加
接
種
…
初
回
接
種
（
３
回
目
接
種
）
終
了

後
１
年
〜
１
年
６
ヵ
月
で
１
回
追

加
接
種

■
接
種
方
法

　

接
種
対
象
者
に
は
、
接
種
時
期
が
近
づ
い
た

ら
通
知
書
、
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
注
意
事

　

求
職
者
や
労
働
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
か
た

を
対
象
に
、
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と

県
長
岡
労
働
相
談
所
が
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容

①
求
職
者
の
住
宅
確
保
、
生
計
維
持
、
就
職
に

向
け
た
能
力
開
発
に
関
す
る
相
談

②
賃
金
、
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
、
退
職
・

解
雇
等
に
関
す
る
相
談

■
日
時

　

11
月
８
日
㈭
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
時
間
内（
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

津
南
町
役
場	

３
階
委
員
会
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課
商
工
観
光
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

町
で
は
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
福
祉
保
健
課

内
に
「
津
南
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

■
相
談
・
通
報
・
お
問
い
合
わ
せ
先

○
日
中
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

津
南
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
保
健
課　

福
祉
班
）

　

℡　

７
６
５
‐
３
１
１
４
（
内
線
１
３
３
）

　

Fax　

７
６
５
‐
４
６
２
５

○
夜
間
・
休
日

　

津
南
町
役
場
（
宿
直
・
日
直
対
応
）

　

℡　

７
６
５
‐
３
１
１
１

　

Fax　

７
６
５
‐
４
６
２
５

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部
林
業
振
興
課

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
２
６
２

項
を
確
認
し
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
に
予
約

の
上
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

三
種
混
合
ま
た
は
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
１
回

で
も
接
種
さ
れ
た
か
た
は
、
四
種
混
合
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
四
種
混
合
予
防
接
種
の
導
入
を
待
た
ず

に
生
後
３
ヵ
月
を
過
ぎ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く

三
種
混
合
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。免
疫

を
持
た
な
い
人
が
増
え
る
と
、感
染
症
が
ま
ん
延

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、乳
児
が
百
日
せ

き
に
か
か
る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

子
ど
も
は
宝

総
看
護
師
長
　
　
樋
口
　
弘
子

小
児
科
に
受
診
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
、

特
に
予
防
接
種
に
来
ら
れ
る
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
祖
父
母
と
来
ら
れ
る

お
子
様
で
待
合
室
は
、
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

体
温
計
を
渡
す
だ
け
で
、
泣
か
れ
る
子
ど
も
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

以
前
に
注
射
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
成
長
と
お
利
口
に
な
っ
た
現

れ
で
す
。

兄
弟
で
お
見
え
に
な
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
だ
い
だ
い
上
の
お
子
さ
ん
が
見
本
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
な
だ
め
て
、
褒
め
て
先
に
注
射
で
す
。

傍
で
見
て
い
る
下
の
子
ど
も
は
、
か
た
ず
を
の

ん
で
見
て
い
ま
す
。

そ
の
し
ぐ
さ
が
、
と
て
も
愛
ら
し
く
、
微
笑
ま

し
い
で
す
。

小
児
科
の
先
生
が
た
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

涙
を
い
っ
ぱ
い
た
め
な
が
ら
も
、「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
で
癒
さ
れ
ま
す
。

無む

邪じ
ゃ

気き

な
子
ど
も
の
笑
顔
は
、
天
使
そ
の
も
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
予
防
注
射
が

あ
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＜実施された行事＞
〔９月〕
	 28日	 新潟県町村議長会議長会議
〔10月〕
	 2日	 臨時全員協議会
	 3日	 全国町村監査委員研修（～4日）
	 5日	 全員協議会
	 5日	 平成24年津南町議会第2回臨時会
	 10日	 山形県河北町議会視察（議会広報）
	 12日	 津南町建築協議会との懇談会（産業建設常任委員会）

＜今後の行事予定＞
〔10月〕
	 23日	 議会報№187号発行
	 26日	 新潟県町村議長会、正副議長・各委員長・局長研修会
	 29日	 定期監査（教育委員会）、
	 	 例月出納検査（病院）
	 31日	 湯沢町議会との懇談会
〔11月〕
	 7日	 全員協議会
	 14日	 第4回津南町議会臨時会(～15日)

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3500日	 桑原セエ（米原）
	 3400日	 小山英一（割野）
	 1900日	 柳沢　茂（陣場下）	
	 1000日	 大倉サダ（小下里）	
	 900日	 本山マサ（反里）	
	 800日	 和久井かつ子（大割野）	
	 700日	 大倉マツ（小下里）
	 200日	 山田規生（正面）、村山タミ（下船渡）	

主な運動：ウォーキング、テレビ体操、健骨体
操、ユニホッケー、ストレッチなど。

健康体力づくり100日運動

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
控
除
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま

る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

　

０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０　

無料調停相談会
　十日町地区調停協会では、調停制度を利
用する方法や手続きについて「無料調停相
談会」を開催します。相談は無料で予約不
要。秘密は厳守されます。
■相談日時　10月30日㈫
　午前10時〜正午・午後１時〜午後３時
■相談会場　十日町市中央公民館３階
■相談内容
　借金、近隣トラブル、不動産、交通事故、
相続、離婚、家庭内トラブル
■お問い合わせ
　十日町簡易裁判所　℡752-2086

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』が

発
行
さ
れ
ま
す
。
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今
年
は
猛
暑
続
き富

澤
　
實
さ
ん
（
船
山
）

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
変

化
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、何
か
を
や
ろ
う
と
思

う
け
れ
ど
疲
れ
る
か
ら
と
し
な

い
。そ
れ
相
当
の
こ
と
で
や
れ

ば
い
い
と
思
う
け
ど
、若
い
こ

ろ
と
同
じ
よ
う
に
無
理
を
し
て

疲
労
が
残
っ
て
し
ま
う
。

　

兄
弟
が
病
気
で
62
歳
で
こ
の

世
を
去
っ
て
逝
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

十
数
年
前
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
決
め
て
実

行
し
て
い
る
。「
早
起
き
し
茶
前
仕
事
」「
張
り

切
っ
て
職
場
へ
」「
余
暇
を
楽
し
む
」。そ
の
中

で
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
３
Ｓ（
サ
ン
エ

ス
）行
動
で
あ
る
。一
つ
目
は
睡
眠（
昼
寝
も
）

を
と
る
。二
つ
目
は
、食
事
の
と
き
塩
分
、糖

分
、油
、刺
激
食
は
控
え
、納
豆
・
杜
仲
茶
・
乳

酸
菌
飲
料
・
牛
乳
・
お
茶
・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
を
毎
日
飲
食
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。最

後
は
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ（
身
体
を
動
か
す
）を

す
る
。

　

何
事
も
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

嫌
な
こ
と
で
も
嫌
で
な
い
よ
う
に
楽
し
く
な

い
こ
と
も
楽
し
く
気
持
ち
を
切
り
か
え
る
。

　

さ
て
今
年
の
猛
暑
対
策
は
、目
覚
め
た
ら

畑
に
行
っ
て
新
鮮
な
野
菜
を
取
っ
て
食
べ
る
。

昼
食
ま
で
時
間
が
長
い
た
め
体
力
が
な
く
な

る
の
で
朝
食
は
納
豆
と
昆
布
の
佃
煮
で
山
盛

り
ご
飯
を
食
べ
て
職
場
に
出
か
け
る
。人
間

は
目
覚
め
て
か
ら
４
時
間
以
上
経
過
し
な
け

れ
ば
本
来
の
動
き（
脳
の
働
き
）が
ベ
ス
ト
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
週
３
日
、若
い
人
た

ち
と
淡
々
と
目
標
に
向
か
っ
て
２
時
間
程
度

行
う
の
で
す
。全
身
か
ら
汗
が
流
れ
だ
し
身

体
の
悪
玉
を
出
し
切
る
、没
頭
し
全
て
の
こ

と
を
忘
れ
頭
の
中
は
空
に
す
る
、好
き
な
こ

と
を
一
生
懸
命
行
い
ス
ト
レ
ス
の
発
散
を
し

ま
す
。

　

生
野
菜
を
つ
ま
み
に
寝
酒
。こ
れ
が
私
に

と
っ
て
去
年
と
違
っ
て
目
覚
め
が
よ
く
、す
っ

き
り
し
疲
れ
が
残
ら
ず
快
調
な
の
で
す
。バ
テ

な
か
っ
た
源
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

馬
鹿
の
思
い
込
み
で
長
期
に
や
っ
て
い
れ

ば
結
果
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い

続
け
て
い
ま
す
。定
期
的
に
人
間
ド
ッ
ク
・
職

場
で
の
健
康
診
断
・
献
血
な
ど
行
っ
て
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。診
断
の
結
果
は
、

成
人
病
の
値
は
腹
回
り
が
指
摘
さ
れ
た
だ
け
。

　

何
が
良
く
て
バ
テ
な
か
っ
た
か
分
か
り
ま

せ
ん
。年
々
体
力
が
な
く
な
っ
て
自
分
自
身

で
健
康
第
一
に
一
歩
一
歩
前
向
き
の
考
え
で

生
活
を
楽
し
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

子
育
て
は
、い
つ
の
時
代
も

大
変
な
こ
と
で
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
今
日

も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、

「
近
所
に
子
ど
も
が
い
な
い
」「
日
中
子
ど
も
と

二
人
だ
け
で
い
る
と
息
が
詰
ま
る
」
と
い
う
声

を
聞
き
ま
す
。

　
『
子
ど
も
は
宝
』
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
の

笑
顔
や
寝
顔
は
と
て
も
素
敵
で
ほ
ほ
え
ま
し
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
、
自
分
の
子

ど
も
を
か
わ
い
い
と
思
え
な
い
ひ
と
も
い
る
で

し
ょ
う
。
と
き
に
は
子
ど
も
に
ひ
ど
い
こ
と
を

言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
経
験
し
て
い
る
よ
う
に
、

『
子
育
て
』
は
常
に
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な

く
、
つ
ら
く
て
、
大
変
な
こ
と
も
あ
る
の
が
現

実
で
す
。
何
を
し
て
も
子
ど
も
が
泣
き
止
ま
な

い
、
親
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
、
し
つ
け

が
う
ま
く
い
か
な
い
、
子
ど
も
と
い
る
と
イ
ラ

イ
ラ
す
る
、
子
育
て
の
こ
と
で
身
内
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
言
わ
れ
る
な
ど
自
分
が
思
い
描
く
理
想

的
な
子
育
て
が
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。
子

ど
も
の
こ
と
や
職
場
・
家
庭
の
こ
と
で
イ
ラ
イ

ラ
が
募
っ
て
い
る
と
き
に
、
つ
い
子
ど
も
に
あ

た
っ
て
し
ま
う
、
親
の
価
値
観
や
教
育
方
針
か

ら
、
良
か
れ
と
思
う
気
持
ち
が
し
つ
け
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま
い
、
虐
待
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
つ
け
と
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
・
生
活

能
力
、他
人
へ
の
思
い
や
り
や
社
会
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
理
解
度
に

配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
も
の
で
、
体
罰
や

こ
と
ば
で
責
め
た
て
て
従
わ
せ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
の
大
半
が
母
親
ひ
と
り
に
任
さ
れ
、

母
親
の
心
身
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
母
親
が
相
談
で
き
る
人
も
な
く
孤
立
し
、

育
児
へ
の
不
安
感
や
負
担
感
が
大
き
く
な
り
、

虐
待
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
に
比
べ
、
家
事
や
育
児
が
楽
に
な
る
よ
う

な
家
電
や
グ
ッ
ズ
が
増
え
ま
し
た
が
、
多
く
の

母
親
は
子
育
て
が
つ
ら
い
と
悩
み
を
持
っ
て
い

ま
す
。
物
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
親
が
親

と
し
て
成
長
し
て
い
く
大
変
さ
は
同
じ
で
す
。

子
育
て
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
あ
な
た
の
子
育
て
を
見
守
り
、
応
援

し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

老
化
や
病
気
に
よ
る
身
体
的
変
化
、退
職
、子

ど
も
の
独
立
に
よ
る
役
割
の
喪
失
、家
族
や
身

近
な
人
と
の
別
れ
な
ど
、高
齢
者
は
う
つ
病
に

か
か
る
要
因
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、認
知
症

と
間
違
わ
れ
や
す
い
な
ど
気
づ
か
れ
に
く
く
、

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
世
代
で
も
あ
り
ま
す
。

・
う
つ
病
の
き
っ
か
け
が
増
え
る
。

・
か
ら
だ
に
症
状
が
出
や
す
い
。

・
か
ら
だ
の
病
気
が
増
え
、気
弱
に
な
る
。

・
興
味
を
持
て
な
い
。喜
び
を
感
じ
な
い
。

・
認
知
症
と
間
違
わ
れ
や
す
い
。

・
地
域
の
活
動
を
知
り
、
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
（
交
流
）

同
じ
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
し
気
晴
ら
し
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
今
日
し
な
く
て
も
い
い
こ
と
は
、
明
日
に
し

よ
う
（
考
え
方
）

今
日
し
な
く
て
も
い
い
こ
と
は
明
日
に
す
る

な
ど
と
考
え
方
を
か
え
て
み
る
の
も
一
つ
で
す
。

・
質
の
よ
い
眠
り
で
心
と
か
ら
だ
に
休
養
を

（
睡
眠
）

睡
眠
時
間
が
短
い
か
ら
不
眠
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
中
に
眠
く
な
ら
ず
元
気

に
活
動
で
き
た
ら
、
短
く
て
も
質
の
よ
い
睡

眠
を
と
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
一
日
三
食
（
食
事
）

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ

　

閉
じ
こ
も
り
は
家
の
外
に
出
ら
れ
る
状
態
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
々
の
行
動
範
囲
が

家
の
中
か
庭
先
ぐ
ら
い
で
、
週
１
回
程
度
も
外

出
し
な
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
と
比
べ
て
外
出
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
場

合
は
要
注
意
。
知
ら
な
い
う
ち
に
閉
じ
こ
も
り

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
か
ら
だ
の
機
能
の
低
下

（
身
体
的
要
因
）

・
外
出
す
る
気
持
ち
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
心

（
心
理
的
要
因
）

・
外
出
を
消
極
的
に
さ
せ
る
環
境

（
社
会
・
環
境
要
因
）

　

閉
じ
こ
も
り
予
防
は
、
単
に
外
出
頻
度
の
増

加
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
や
社
会
全

般
が
活
性
化
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
が
高

ま
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

☆
外
出
す
る
喜
び
や
楽
し
み
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
活
動
や
催
し
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

同
じ
世
代
の
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
仲
間
が

増
え
る
よ
い
機
会
に

・
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
交
流
し
ま

し
ょ
う
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
・
交
流
も
有
意
義
な

生
活
を
送
る
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

第
３
回
の
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日
時

　

11
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
45
分

・
会
場

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

・
内
容

　

講
演
（
認
知
症
予
防
）
、
寸
劇
ほ
か

　

く
わ
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
チ

ラ
シ
・
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
生
活
」

～
高
齢
者
の
う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う
～

気
づ
か
れ
に
く
い
、か
か
り
や
す
い

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
は
用
心
世
代

高
齢
者
の
う
つ
病
の

　
　
　
　
原
因
・
特
徴
は
？

う
つ
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

「
１
週
間
外
出
し
て
い
な
い
」は

閉
じ
こ
も
り
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
の

　
き
っ
か
け
と
な
る
３
つ
の
要
因

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

第
３
回
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

う
。一
日
三
食
規
則
正
し
く
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
落
ち
着
け
る
場
所
で
ゆ
っ
た
り
と
（
休
養
）

慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
、
自
分
が
落
ち
着
け
る

と
思
え
る
場
所
や
し
た
い
こ
と
を
選
ん
で
気

分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
相
談
）

話
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
く
て
も
気
に
し
な
い
で
、

身
近
な
人
や
相
談
機
関
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
機
関
…
病
院
の
精
神
科
や
か
か
り
つ
け
の
医
師
、

保
健
所
、
役
場
健
康
班
保
健
師
な
ど

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉由美子
保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

本とわたし
−石澤貴司さんから

作：エルジェ　訳：川口恵子　出版社：福音館書店

私
の
お
す
す
め
す
る
本
は
ベ
ル
ギ
ー
の

漫
画｢

タ
ン
タ
ン
の
冒
険｣

シ
リ
ー
ズ
で

す
。
昨
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー

グ
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
が
こ
の
本
と
出
会
っ
た
の
は
小
学

生
の
と
き
で
す
。
図
書
の
時
間
、
読
み
た

い
本
が
な
く
困
っ
て
い
た
と
き
に
、
海
外

な
ら
で
は
の
カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
を
し
た

表
紙
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

時
間
を
忘
れ
夢
中
に
な
っ
て
読
み
ふ
け
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
新
聞
記
者
の
主
人
公
タ
ン
タ

ン
が
愛
犬
ス
ノ
ー
ウ
ィ
ー
と
い
っ
し
ょ

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、

あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
失
敗
を
繰
り

返
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
冒
険
の
お
話

で
す
。台
詞
の
文
字
が
少
し
多
め
で
す
が
、

ス
ト
ー
リ
ー
も
当
時
の
時
代
背
景
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
の
で
大
人
で
も
楽
し
め
ま

す
。
小
学
生
の
私
も｢

難
し
い
話
だ
な
ぁ

…｣

と
思
い
な
が
ら
そ
の
イ
ラ
ス
ト
や

所
々
に
出
て
く
る
コ
ミ
カ
ル
な
シ
ー
ン
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
何
よ
り
、
タ
ン
タ

ン
が
世
界
中
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
旅

を
し
て
い
る
の
で
、
読
ん
で
い
る
自
分
も

色
ん
な
国
へ
行
っ
た
気
分
に
な
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
、
シ
ド
ニ

ー
…
地
球
を
飛
び
出
し
月
ま
で
も
！
そ
の

行
き
先
々
で
変
装
の
た
め
に
着
る
服
が
民

族
衣
装
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
ど
っ
ぷ
り

と
そ
の
国
に
浸
れ
ま
す
。

ま
た
、
主
人
公
を
取
り
巻
く
登
場
人
物

も
個
性
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
。
頼
り
な

い
二
人
の
チ
ョ
ビ
ひ
げ
刑
事
・
デ
ュ
ポ
ン

さ
ん
と
デ
ュ
ボ
ン
さ
ん
や
、｢

何
と
ナ
ン

ト
の
難
破
船｣

が
口
癖
の
ハ
ド
ッ
ク
船
長

な
ど
、
オ
ト
ボ
ケ
か
ま
し
た
お
茶
目
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
登
場
し
ま
す
。

こ
の｢

タ
ン
タ
ン
の
冒
険｣

シ
リ
ー
ズ

は
全
24
作
品
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
に
入
り
の
冒
険
を
見
つ
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

次
は
、
女
子
会
仲
間
の
藤
木
光
希
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
♪

｢タンタンの冒険｣
紹介する本

大
おおしま

島麻
あさ

実
み

さん（大割野）

弥生 ―Ma r c h―

三浦しをん／著　光文社　1,500円（税別）

「舟を編
あ

む」

　舟を、編む?!いったいどういう意味?!いやしかし、読ん
で字のごとく「舟を、編む」物語なのです。

朝
露
を
見
始
め
る
頃
と
な
り
ま
し

た
。
秋
気
が
去
っ
て
冬
の
兆
し
を

感
じ
る
こ
の
時
季
、
二
十
四
節
気
で
は

「
霜そ
う

降こ
う

」
と
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
そ
う

は
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
秋
の
夜
長
、
さ

あ
、「
読
書
の
秋
」
で
す
。　
　

　

今
月
は
、
図
書
室
係
員
二
人
が
お
勧
め

す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
月
の
一
冊

「
舟
を
編
む
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
こ
の
本

に
は
、
お
ま
け
が
あ
り
ま
す
。
カ
バ
ー
を

取
る
と
、
び
っ
し
り
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
す
。
図
書
室
の
本
は
、
透
明

な
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
た

め
、
カ
バ
ー
を
外
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
カ
バ
ー
を
取
る
と
全
く
違
う

装
丁
の
本
や
、
絵
本
な
ど
結
構
出
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
見
つ
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
※
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
…
本
を
汚

れ
や
、
傷
み
か
ら
守
る
た
め
に
ナ
イ
ロ
ン

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
）

　

ご
紹
介
し
た
本
は
、
読
書
週
間
に
、
展

示
・
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
感
想
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
ラ
ン
ウ
ェ
イ
」

幸こ
う

田だ

真ま

い

ん音
／
著
　
集
英
社

　

約
６
０
０
ペ
ー
ジ
の
厚
い
本
で
す
が
、

と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
小
説
で
す
。

細
か
い
と
こ
ろ
は
抜
き
に
し
て
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
な
ど
に
興
味
の
あ
る
か
た
は

特
に
、
一
気
に
読
め
そ
う
で
す
。
海
外
に

洋
服
を
買
い
付
け
に
行
く
バ
イ
ヤ
ー
の
仕

事
の
ハ
ー
ド
さ
。
さ
ら
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
の
華
や
か
さ
の
裏
に
あ
る
経
済
的
駆

け
引
き
。
洋
服
が
店
に
置
か
れ
る
ま
で
の

知
ら
れ
ざ
る
過
程
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
世
界
を
駆
け
抜
け
る
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
。

「
秘
密
」

東ひ
が
し

野の

圭け
い

吾ご

／
著　

文
藝
春
秋

　

読
み
終
え
た
後
の
切
な
さ
を
な
ん
と
表

現
し
た
ら
い
い
も
の
か
…
。

　

男
女
で
、
ま
た
は
年
齢
で
、
読
後
感
の

広
が
り
が
違
う
小
説
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
説
が
放
つ
魂
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。
小
説
家
っ
て
す
ご
い
な
、
と
思
わ
せ

て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

「
嘘
つ
き
ア
ー
ニ
ャ
の
真
っ
赤
な
真
実
」

米よ
ね
は
ら原

万ま

り里
／
著
　
　
角
川
書
店

　

こ
ち
ら
は
、
小
説
で
は
な
く
、
実
話
に

基
づ
く
エ
ッ
セ
イ
。
著
者
は
知
る
人
ぞ
知

る
ロ
シ
ア
語
同
時
通
訳
、エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

小
説
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
書

評
も
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
で
は
、
旧

ソ
連
、
共
産
主
義
の
国
に
９
歳
か
ら
14
歳

ま
で
（
１
９
６
０
年
か
ら
64
年
ま
で
）
家

族
で
住
ん
で
い
た
期
間
の
話
と
、
数
十
年

後
、
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
経
て
の
体
験

談
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
実

際
に
あ
る
の
か
と
、
目
を
覆
い
た
く
な
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
、
度
肝
を
抜
か
れ
ま

す
。
け
れ
ど
、
本
質
を
捉
え
た
観
察
眼
と

で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
文
章
に
ぐ
い

ぐ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん

と
も
魅
力
的
な
エ
ッ
セ
イ
で
す
。

　

本
を
読
む
こ
と
の
醍
醐
味
は
、そ
の
人

そ
の
人
、人
そ
れ
ぞ
れ
何
通
り
も
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。そ
の
何
通
り
も
あ
る
醍
醐

味
の
ひ
と
つ
に
、こ
ん
な
ふ
う
に
表
現
を

さ
れ
た
か
た
が
い
ま
す
。「
本
の
中
で
の
出

来
事
が
、ま
る
で
自
分
自
身
が
体
験
し
て

き
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え
る
」と
。

　

読
書
の
秋
、
も
う
一
人
の
自
分
探
し
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
読
書
週
間

10
月
27
日
㈯
～
11
月
９
日
㈮

今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
は

「
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ
」

　

図
書
室
で
も
、
お
勧
め
の
本
の
展
示
・

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
新
た
な
出
会
い

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
!!

短 歌

俳 句

砂
丘

一
心
に
た
だ
虫
を
追
う
燕

つ
ば
く
ろ

よ

　
　
そ
れ
が
お
ま
え
の
幸
せ
な
ん
だ
ね	

貝
沢
　
圭
子

さ
ま
ざ
ま
な
グ
レ
ー
の
雲
が
足あ

し
ば
や早
に

　
　
流
れ
て
行
き
ぬ
雨
に
な
る
ら
し	

関
谷
　
郁
子

真
夏
日
の
野
外
ラ
イ
ブ
の
若
人
の

　
　
熱
気
弾
け
て
公
園
ゆ
る
が
す	

恩
田
　
久
美
子

柔
ら
か
く
白
き
絵
具
に
描
き
た
る

　
　
傘
や
衣
に
積
る
粉
雪	

丸
山
　
直
子

枯
葉
積
む
明
る
き
林
の
小
径
行ゆ

く

　
　
足
音
だ
け
の
二
人
の
会
話	

小
野
寺
　
恒
代

鬱
蒼
た
る
橅
の
林
に
霧
籠
め
て

　
　
野
野
海
に
む
か
ふ
道
の
見
え
ざ
り	

樋
口
　
康
子

卓
球
の
福
原
愛
ち
ゃ
ん
の
応
援
に

　
　
自
づ
と
テ
レ
ビ
の
前
に
進
み
て
（
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）	

内
山
　
キ
ク

雪
の
上
で
水み

な

も面
に
姿
映
し
咲
く

　
　
中な

か

子ご

の
桜
見
た
し
と
嫁
言
ふ	

麻
績
　
初
恵

夫
の
手
を
信
じ
て
道
を
歩
く
と
き

　
　
皆
優
し
き
目
で
吾
を
迎
へ
く
る	

滝
沢
　
勝
枝

夜
爪
を
切
る
と
叱
り
し
亡は

は母
の
こ
と

　
　
思
ひ
出
し
つ
つ
足
の
爪
切
る	

風
巻
　
京
子

病
に
逝
き
し
闘
病
中
の
友
の
描
く

　
　
観
音
菩
薩
の
シ
ル
エ
ッ
ト
浮
く	

鈴
木
　
綾
子

野
を
遠
く
木
木
の
囲
め
る
間

あ
は
ひ

よ
り

　
　
水
す
こ
し
見
ゆ
風
蓮
湖
な
り	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

朝
夕
の
涼
し
い
時
に
草
を
抜
く

　
　
蚊
を
追
い
つ
つ
も
頑
張
る
私	

富
沢
　
キ
ミ

庭
先
の
柿
の
葉
と
実
は
色
同
じ

　
　
如
何
程
生
り
し
や
見
極
め
難
し	

板
場
　
寛

過
ぎ
し
日
日
振
り
返
り
み
る
し
み
じ
み
と

　
　
日
本
列
島
地
震
と
豪
雨	

滝
沢
　
義
正

共
に
八
十
路
夫
と
の
会
話
ち
ぐ
は
ぐ
も

　
　
笑
ひ
の
中
に
一
日
の
暮
れ
る	

柳
沢
　
チ
ヨ

敬
老
式
迎
へ
し
今
朝
の
庭
清
し

　
　
小
さ
く
紅
き
ミ
ズ
ヒ
キ
の
咲
く	

島
田
　
眞
之

個
人

「
お
別
ね
」
ち
り
ち
り
熱
き
骨
拾
う

　
　
吐
息
つ
き
つ
つ
手
震
え
る
な
り	

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

川か
は
ひ
と
す
ぢ

一
筋
越こ

せ
ず
夕ゆ

ふ
だ
ち立
上あ

が
り
け
り	

酔
花

晩ば
ん
が
く学
の
大お

ほ

き
な
ル
ー
ペ
青あ

を

葉ば

木づ

く菟	

房
良

こ
の
畑は

た

に
汗あ

せ

を
落お

と
し
て
半は

ん
せ
い世
紀き	

渡
舟

九
き
ゅ
う

歳さ
い

の
わ
れ
は
女め

河が

っ

ぱ童
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

日び	

冬
詩
子

一い
ち
だ
い台
で
足た

ら
ず
法ほ

ふ

事じ

の
扇せ

ん
ぷ
う風
機き	

れ
い
子

出で

あ会
ふ
人ひ

と

ご
と
に
今こ

と

し年
の
暑あ

つ

さ
云い

ふ	

妙

熱ね
っ
た
い帯
夜や

鬼き

籍せ
き

に
入い

り
し
友と

も
か
ぞ数
ふ	

芳
司

明あ

す日
妻つ

ま

の
七し

ち
か
い回
忌き

施せ

主し
ゅ

大だ
い

根こ

蒔ま

く	

兎
月

嫁よ
め

の
ほ
か
口く

ち

下べ

た手
揃そ

ろ

ひ
西す

い
く
わ瓜
食く

ふ	

し
げ
る

御お

み

こ

し

神
輿
の
若わ

か

衆
し
ゅ
う

の
足あ

し

定さ
だ

ま
ら
ず	

貞

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん な

無月
づ き

−
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会
社
の
健
康
管
理
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

働
き
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
正
面
の

「
日
本
食
研
株
式
会
社　

津
南
営
業
所
」
様
で
の
職
場
（
職
域
）
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
で
す
。

　

当
社
は
『
豊
か
な
食
シ
ー
ン
づ
く
り
に
貢
献

す
る
』『
ブ
レ
ン
ド
調
味
料
の
無
限
の
価
値
を

創
造
す
る
』
を
２
大
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
食
を
通

し
て
人
へ
、
社
会
に
貢
献
す
る
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
営
業
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
津
南
営
業
所
は
営
業
７
名
、
管
理
グ
ル
ー

プ
２
名
と
少
数
精
鋭
、
若
年
組
織
に
な
り
ま
す

の
で
健
康
管
理
意
識
は
高
い
で
す
。
こ
こ
で
、

当
社
で
の
健
康
管
理
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
３

点
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
社
で
は
毎
日
、
朝
８
時
よ
り
約
10
分
間
の

掃
除
と
そ
の
後
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
物
に
感
謝
し
な
が
ら
、
大
沢
会
長
の
60

歳
の
誕
生
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
曲
『
愛
と

夢
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
を
聞
き
な
が
ら
掃
除
を
し

て
心
を
整
え
、
身
体
を
軽
く
動
か
し
ま
す
。
掃

除
後
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
身
体
を
本
格
的
に
ほ

ぐ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
営
業
活
動
量
が
ア
ッ

　

当
社
の
PC
の
シ
ス
テ
ム
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
HP
を
ア
ッ
プ
し
、
毎
週
水
・
金
は
状
況

に
応
じ
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
毎
年
７
月
に
会
社
で
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
仕
事
量
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
ン
タ
ル
状
況
を
各
自
が
会

社
の
人
財
グ
ル
ー
プ
に
直
接
、
報
告
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
エ

ン
ジ
ョ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
、
働
き
や
す
い
環
境

作
り
を
実
現
す
る
為
に
、
①
毎
週
水
曜
日
は

　

当
社
で
は
毎
年
定
期
的
（
２
月
）
に
健
康
診

断
を
行
い
病
気
発
生
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見

に
努
め
て
ま
す
。
特
に
35
歳
以
上
（
35
歳
未
満

は
任
意
）
は
内
臓
、
バ
リ
ウ
ム
、
血
液
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
自
が
継
続
的
に
健
康
状

態
を
把
握
す
る
と
伴
に
会
社
へ
各
社
員
の
健
康

診
断
書
を
提
出
し
健
康
状
態
を
同
じ
く
把
握
し

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

日
本
食
研
株
式
会
社

津
南
営
業
所
の
健
康
管
理

②
毎
日
の
掃
除
と
ラ
ジ
オ
体
操

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

①
健
康
診
断

プ
し
ま
す
。
朝
礼
の
中
で
当
社
独
自
の
『
安
全

運
転
11
か
条
』
の
斉
唱
で
安
全
意
識
や
『
美
し

い
言
葉
』
の
斉
唱
で
お
客
様
へ
の
お
も
て
な
し

の
意
識
を
高
め
、
最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
声
高

ら
か
に
提
唱
し
モ
チ
べ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い

ま
す
。
心
と
身
体
の
準
備
運
動
が
一
番
の
健
康

管
理
で
す
。

ノ
ー
残
業
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
設
け
て
お
り
定
時（
18
時
）

帰
宅
②
年
に
９
回
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
設

定
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
福
利
厚
生
も
充
実
し

て
お
り
、
会
社
を
あ
げ
て
健
康
管
理
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　お忙しい中、前川所長自ら執筆いただきま
した。
　健康診断の充実やメンタルヘルスの支援な
ど社員を大事にされており、素晴らしい取り
組みをされています。これからも日本食研様
のご発展を祈念します。
　また日本食研様からは町で取り組んでいる
「めざせ！チーム 100 万歩」に素敵な賞品を寄
付していただきました。ありがとうございま
した。
■お問い合わせ
　福祉保健課　健康班　℡ 765 ‐ 3114

↑朝の清掃をする職員の皆さん

↑ラジオ体操で身体をほぐします。

↑心の健康づくり計画のＨＰ

建
立
の
多
い
石
の
地
蔵
菩
薩

県
外
の
石
仏
探
訪
に
出
か
け
て
も
、
石
の
地

蔵
菩
薩
に
会
わ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

国
的
に
最
も
一
般
化
さ
れ
た
石
仏
で
し
ょ
う
。

津
南
町
に
は
、
ど
こ
の
集
落
に
行
っ
て
も

石
の
地
蔵
に
出
会
い
ま
す
。
個
数
は
、
２
１
２

体
を
数
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
と
て
も
い
い
お

顔
を
し
て
い
ま
す
。
雪
帽
子
を
冠
っ
た
お
地
蔵

様
、
春
の
花
に
囲
ま
れ
た
お
地
蔵
さ
ま
、
夏
草

で
や
っ
と
顔
を
出
し
て
い
る
お
地
蔵
様
、
落
葉

に
う
ず
ま
る
晩
秋
の
お
地
蔵
様
、
ど
の
季
節
で

も
、
ど
ん
な
環
境
で
も
和
や
か
な
お
姿
を
し
て

い
ま
す
。

建
立
年
の
あ
る
石
の
地
蔵
を
も
と
に
考
え
ま

す
と
、
江
戸
時
代
後
期
の
頃
か
ら
、
先
祖
の
人

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
石
の
地
蔵
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
路
傍
に
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
数

の
多
さ
か
ら
、
先
祖
の
信
仰
の
な
か
に
最
も
溶

け
こ
ん
だ
庶
民
の
地
蔵
で
し
ょ
う
。

ま
た
、「
笠
地
蔵
」
の
民
話
の
な
か
に
姿
を

現
し
た
り
「
わ
ら
べ
う
た
」
な
ど
の
な
か
に

も
歌
い
こ
ま
れ
て
、
庶
民
の
た
め
の
仏
が
地

蔵
で
も
あ
り
ま
し
た
。

地
蔵
菩
薩
が
広
く
庶
民
の
信
仰
を
勝
ち
得

た
原
因
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、
地
蔵
菩
薩
を
建
立
し
、
こ
れ

を
供
養
、
野
の
花
を
捧
げ
、
焼
香
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
世
利
益
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
き
た
こ
と
が
基
底
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

先
達
の
研
究
や
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
か
ら

幾
つ
か
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
と
、
現
世
利
益

の
仏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
作
神
と
し
て
の
五
穀
豊
穣
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
次
に
は
家
宅
永
安
の
祈
り
か
ら
、

安
産
を
祈
る
仏
で
あ
り
、
病
気
治
癒
や
子
育
て

が
あ
り
ま
す
。
父
母
兄
弟
姉
妹
の
長
寿
も
祈
念

す
る
仏
で
し
た
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
世
と
あ
の
世
と
の
境
に
あ

る
と
い
わ
れ
る
賽
の
河
原
で
衆
生
を
救
済
す
る

仏
で
あ
っ
た
り
、
六
道
に
あ
っ
て
苦
し
み
に
あ

え
ぐ
衆
生
を
直
接
力
強
く
救
済
す
る
地
蔵
菩
薩

で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
衆
生
を
救
済
す
る
地
蔵
菩
薩

は
庶
民
に
信
仰
さ
れ
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
庶

民
は
何
の
恐
れ
も
な
く
安
穏
に
過
ご
し
て
き
た

こ
と
が
、
地
蔵
菩
薩
の
建
立
の
多
い
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

津南町大井平

地蔵菩薩

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
つ
な
が
り
」

Ｔ
ａ
Ｐ
で
は
町
の
「
元
気
づ
く
り
と
幸

せ
づ
く
り
」
を
目
指
し
「
あ
く
し
ゅ
・

あ
い
さ
つ
・
あ
り
が
と
う
」
を
た
い
せ
つ
に
し

た
活
動
を
現
在
展
開
し
て
い
ま
す
。

で
い
こ
う

で
い
こ
う

子
ど
も
た
ち
の
水
曜
日
の

放
課
後
が
熱
い
！

町
民
歩
け
歩
け
大
会
＆

河
岸
段
丘
め
ぐ
り
ん
ピ
ッ
ク

ま
だ
間
に
合
う
！

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い
で
よ
！

　

水
曜
日
の
放
課
後
の
時
間
に
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
小
学
生
が
楽
し
ん
で
学
ぶ
「
放
課
後

ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
「
英
語
ク
ラ
ブ
」「
卓
球
ク
ラ
ブ
」

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」「
手
芸
ク
ラ
ブ
」
の

全
部
で
４
つ
で
す
。
水
曜
日
の
放
課
後
、
総
合

セ
ン
タ
ー
が
熱
い
で
す
。

　

今
年
も
10
月
８
日
の
体
育
の
日
に
Ｔ
ａ
ｐ
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
歩
け
あ
る
け
大
会
は
１
１
５
名
が
中
津

小
学
校
か
ら
竜
神
の
館
ま
で
の
11
㎞
を
楽
し
く

歩
き
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
後
に
は
お
い
し
い
豚
汁

と
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
笑
顔
満
点
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

河
岸
段
丘
め
ぐ
り
ん
ピ
ッ
ク
は
参
加
者
が

少
数
で
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、参
加
者
同

士
の「
つ
な
が
り
」は
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
の
一
歩

一
歩
で
深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。竜
神
の
館
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

を
経
由
し
た
30
㎞
の
難
コ
ー
ス
で
し
た
が
ト
ッ

プ
は
２
時
間
45
分
で
走
破
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の「
え
い
ご
で
あ

そ
ぼ
」の
特
別
企
画
と
し
て「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
楽
器
演
奏
や

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、お
話
な
ど
楽
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
♪
津
南
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程
：
10
月
31
日
㈬　

開
場　

午
後
４
時

時
間
：
午
後
４
時
30
分
〜
５
時
45
分

場
所
：
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
：
保
育
園
児
と
保
護
者
・
小
学
生

料
金
：
１
家
族（
親
子
ペ
ア
）８
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
６
５-

５
７
７
６

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

185
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９
月
14
日
に
町
内
18
カ
所
の
水
稲

作
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
十
日
町
農
業
普
及
セ
ン

タ
ー
、中
魚
沼
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
い
た
だ
き
、毎
年
実

施
し
て
い
る
圃
場
の
予
想
収
量
を
検

見
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
終
了
後
の
検
討
会
で
は
、草

丈
が
短
い
、穂
長
が
短
く
籾
に
厚
み

が
な
い
、茎
数
が
少
な
い
、水
不
足
に

よ
る
胴
割
れ
等
、平
年
と
比
較
し
て

収
量
を
危
ぶ
む
意
見
が
多
か
っ
た
で

す
。一
方
、低
温
に
よ
る
生
育
遅
延
と

な
る
高
標
耕
地
で
は
、高
温
が
好
適

に
作
用
し
た
こ
と
か
ら
、高
収
量
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
柄
に
つ
い
て
は
、全

般
に
草
丈
が
短
く
調
査
地
点
で
も

１
０
０
㎝
を
超
え
る
箇
所
は
７
地
点

に
留
ま
り
、倒
伏
は
町
内
全
体
で
も

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
穂
長
の
短
さ
に
比
例
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
６
日
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、稲

刈
り
、ハ
ゼ
か
け
体
験
を
行
い
、狭
山

市
内
か
ら
大
人
と
子
ど
も
合
わ
せ
て

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
靴
に
軍
手
、手
に
は
鎌
を
持
っ

て
の
作
業
。農
業
委
員
か
ら
刈
り
方
、

稲
の
結
び
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、楽
し
く
体
験
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
の
作

業
で
し
た
が
、約
１
反
歩
の
田
ん
ぼ

の
半
分
を
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
作
業

し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
作
況
調
査
概
要

今
年
の
稲
作
は
小
ぶ
り
？

狭
山
市
民
農
業
体
験

手
刈
り
で
挑
戦
！

農
業
委
員
会
の

窓

大地に生きる

　長年働いた津南町の保育士を退職してから農業を始
めて５年、女手ひとつで１ha の畑を耕作しています。
長芋、きのこ以外の野菜を多種多様作り、町内の直売
所で販売。お客様からも「おいしい」と大変好評です。
　「儲けようと思うとエネルギーが切れるので、趣味の
園芸と思って楽しく野菜を作りたい」とトラクターを乗り
回す野菜作り名人です。

志
し が

賀　祥
しょう

子
こ

さん　（６０歳）　船山

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕

　

20
日　

地
域
別
農
業
委
員
会
研
修

　

21
日　

長
岡
市
農
業
委
員
会
視
察
対
応

　

24
日　

第
14
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

６
日　

農
政
・
振
興
各
部
会

　

14
日　

水
稲
作
況
調
査

　

25
日　

第
15
回
農
業
委
員
会
総
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　

25
日　

第
16
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
11
月
〕

　

26
日　

第
17
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　

町
政
懇
談
会

　

夏
の
高
温
は
今
年
で
３
年
連
続
で

し
た
が
、特
に
今
年
は
梅
雨
明
け
後

７
月
中
旬
か
ら
の
少
雨
と
急
激
な
高

温
は
、幼
穂
形
成
上
で
籾
数
へ
の
影

響
と
、出
穂
後
の
高
温
に
よ
る
品
質

面
及
び
、９
月
以
降
も
高
温
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、登
熟
期
後
半
の
粒
張

り
不
足
に
よ
る
収
量
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、今
年
産

に
つ
い
て
は
平
年
を
上
回
る
要
素
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

収
穫
し
た
お
米
は
精
米
し
て
、参

加
者
の
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
田
植
え
、稲
刈
り
を

し
た
お
米
の
味
は
、格
別
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

24 年産米コシヒカリ検査状況
（10 月 5日現在　JA津南町）

【１等米比率】………………… 75.8％
【格落理由別比率】
　　　　未熟米……………… 36.8％
　　　　胴割粒……………… 43.7％
　　　　部分カメムシ………… 7.5％
　　　　その他……………… 12.0％

紹介者　藤ノ木友子さん（堂平）

　いよいよ収穫の秋がやってきました。コシヒカリはもちろん、〆張もちも
作っています。一年中を通してもち米をよく食べる我が家は具だくさんの
五目おこわが大好き。
　今回は、おばあちゃん直伝の五目おこわを紹介したいと思います。

五目おこわ
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

＜材料＞

もち米	……………………一升

干しぜんまい	……………70g

干ししいたけ	……………3〜4枚

乾燥ひじき	………………20g

鶏肉（我家の新潟地鶏）	…150g位

人参	………………………中一本

ちくわ	……………………3本

くるみ	……………………100g位

サラダ油	…………………少々

＜調味料＞

しょう油	…………………60㏄

みりん	……………………30㏄

砂糖	………………………大さじ2

しいたけのもどし汁	 ……300㏄

＜作り方＞

①干しぜんまい、干ししいたけは前日

から水でもどす。もち米も前日にと

いで水に浸しておく。乾燥ひじきは

具を作る30分前位に水でもどす。

②ぜんまいは、２㎝ほどの長さに切り、

人参はいちょう切り、ちくわは輪切

り、鶏肉は2㎝位、干ししいたけは千切りで良い。くるみは少し小さめに砕く。

③切った材料を調味料で味がしみるまで炒め煮する。

④もち米をふかし器に入れ一時間ほど蒸かしたら鉢にあけて煮ておいた具をよく混ぜ

る。上に濡れ布巾をかけておいてください。

★しいたけの代わりに舞茸でもOK。でもやわらかいので注意!!

★蒸かし時間は様子を見ながらしてください。

★余ったら、袋に入れて冷凍できます。

「
こ
の
仕
事
に
関
わ
る
前
ま
で
は
、
み
ん
な

が
こ
ん
な
に
難
儀
し
て
い
る
こ
と
、
知
ら
な
か

っ
た
。」

行
政
に
関
わ
る
委
員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
か
た
か
ら
、よ
く
聞
く
言
葉
で
す
。

「
結
婚
相
談
員
」の
皆
さ
ん
も
、そ
の
委
員
の

ひ
と
つ
。年
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
か
ら
運
営

を
行
い
ま
す
。こ
の
他
に
日
常
的
に
各
々
が
結
婚

に
向
け
た
相
談
を
受
け
、そ
の
回
数
も
１
人
年
間

30
回
は
下
り
ま
せ
ん
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
相
談
な

の
で
、守
秘
義
務
が
固
く
守
ら
れ
、相
談
員
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
悩
み
な
が
ら
対
応
し
て
お
ら
れ
ま

す
。良
か
れ
と
思
っ
て
す
る
こ
と
も
、男
女
の
こ
と

で
す
の
で
思
う
通
り
に
は
進
み
ま
せ
ん
。加
え
て
、

そ
の
評
価
は
、何
組
結
婚
し
た
と
か
、何
組
結
婚

に
向
け
て
つ
き
あ
っ
て
い
る
と
か
、「
何
組
」で
判

断
さ
れ
、相
談
員
の
皆
さ
ん
の
苦
労
は「
何
組
」の

二
文
字
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。見
え
な
い

と
こ
ろ
の
活
動
を
報
告
し
た
く
て
も
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
で
、な
か
な
か
話
す
こ
と
は

結婚相談員から

を込めて
愛

で
き
ま
せ
ん
。こ
ん
な
結
婚
相
談
員
に
接
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。委
員

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
あ
り
ま
す
。独

身
男
性
が
得
意
、独
身
女
性
が
得
意
。バ
ツ
イ
チ

さ
ん
が
得
意
。独
身
男
女
の
悩
み
を
ゆ
っ
く
り
聞

く
の
が
得
意
。町
外
か
ら
の
情
報
が
得
意
。パ
ー

テ
ィ
ー
を
盛
り
上
げ
る
の
が
得
意
。裏
方
で
ひ
た

す
ら
黙
々
と
作
業
す
る
の
が
得
意
…
等
々
、才

能
や
得
意
分
野
で
大
い
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に

準
備
す
る
の
が
事
務
局
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

「
ど
う
し
よ
う
？
」と
悩
ん
で
連
絡
す
る
と
、

優
し
く
広
い
心
で
い
っ
し
ょ
に
悩
ん
で
く
れ
る

会
長
を
は
じ
め
、12
名
の
相
談
員
さ
ん
に
感
謝

す
る
日
々
で
す
。そ
し
て
、「
結
婚
相
談
員
」と
し

て
の
成
果
が
こ
れ
か
ら
表
れ
て
く
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

と
に
か
く
、安
心
し
て
委
ね
ら
れ
る
人
た
ち

な
の
で
、「
結
婚
」に
関
す
る
相
談
ご
と
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。一
人
で
対
応
で
き
な
い
と
き

は
、相
談
員
一
丸
と
な
っ
て
悩
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

さ
て
、今
日（
10
月
16
日
）は
、結
婚
相
談
員
会

議
が
開
か
れ
る
日
。今
日
の
会
議
で
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
詳
細
が
話
し
合
わ
れ
、皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
状
態
に
な
り
ま
す
。今

回
は
、出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
へ
の
心
構

え
講
座
も
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
見
た
と
い
う
か
た
、

相
談
員
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
か
た
、そ
し
て
、

何
よ
り
も「
結
婚
し
た
い
か
た
」、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課
農
林
班　

板
場
麻
実

事
務
局
雑
感



戸 籍 の 窓

内山莉
れい

那
な

（芦ケ崎）	 聖也さん
	 瑞希さん

村山　楓
かえで

（押付）	 重行さん
	 夏子さん

滝澤　嵐
らん

（正面）	 誠さん
	 智子さん

小山愛
あ こ

心（割野）	 公一さん
	 絵美さん

河田彩
いろ

葉
は

（亀岡）	 卓也さん
	 恵子さん

藤ノ木フジイさん	（85歳・大場）

中村文夫さん	 （85歳・宮野原）

蕪木スミ子さん	 （73歳・大船団地）

宮川富次さん	 （90歳・城原）

瀧澤ミヨキさん	 （91歳・割野）

磯部昭司さん	 （84歳・陣場下）

滝沢　弘さん	 （86歳・谷内）

丸山ハツイさん	 （85歳・大割野）

篠原正茂さん	 （89歳・外丸）

滝沢冨士江さん	 （74歳・小島）

杵淵初枝さん	 （83歳・大割野）

石沢サトさん	 （97歳・上野）

桑原　健一さん　（正面）
齋藤　恵さん　（新潟市） ｝
涌井　健太さん（大割野）
小林あゆみさん　（割野） ｝

■人口10,791（−14）　男5,247（−12）　女5,544（−2）

■世帯数3,649（−6）　■転入／ 9　■転出／ 15　■出生／ 3　■死亡／ 11　■婚姻／ 310月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●子ども縄文研究展
　11月3日㈷～ 11月25日㈰

津南町の小学生をはじめ、長岡市、十日町市の小学生が、 

「縄文」についての研究成果を展示で発表します。

●津南學講座2012－秋－
　11月17日㈯　午後1時30分～3時

文化の秋です。郷土の津南についてさまざまなテーマで

ご講演いただきます。

　「越後地相撲の本場妻有郷の相撲習俗、神事、競技」
　講師：広井忠男先生

●なじょもんクリスマス展2012
　なじょもんでは、今年も12月1日㈯〜12月24日㈷までクリスマス展を開催します。

　昨年好評だったオリジナルクリスマスツリーの出展者も募集しています。

　あなたが考えたクリスマスツリーをなじょもんに飾ってください。

　応募締め切り：11月22日㈭
　なじょもんにあります応募用紙に記入の上、ご応募ください。

●信濃川火焔街道連携協議会主催バスツアー
津南町が加盟する信濃川火焔街道連携協議会主催のバスツアーです。日帰りで

新潟市の水と土の芸術祭や新潟市文化財センター、古津八幡山遺跡を回ります。

　・日　程　11月18日㈰
　・参加費　お一人様2,800円（昼食付・事前振込制）
　・お申し込み・お問い合わせ：新潟交通株式会社（℡.025-271-6266）
　　※詳しくは、回覧板をご覧ください。

　締め切り：10月31日㈬
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。

　

紅
葉
シ
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。驚
き
ま
し
た
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります11月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 金額 対	象

3日㈯ 9:00〜15:30 コウゾ刈り、煮剥ぎ 無料 高学年から

4日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み 1,000 高学年から

10日㈯ 9:00〜15:00 池田先生と歩く津南ぶらり旅Ⅱ 800 低学年から

11日㈰ 10:00〜15:30 樹皮細工 1,000 高学年から

17日㈯ 13:30〜15:30 トチあんぼⅠ 300 低学年から

18日㈰ 10:00〜12:00 そば打ち 800 中学年から

23日㈷ 13:30〜15:30 雑穀食アラカルト 800 低学年から

24日㈯ 13:30〜15:30 トチあんぼⅡ 300 低学年から

25日㈰ 10:00〜15:30 アンギン編み1日体験 1,500 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

前回の ｢池田先生と歩く津南ぶら
り旅｣ は上野集落を散策しました。
11 月 10 日のⅡでは、志久見川を
さかのぼって点在する小さな集落
を回ります。現住者のいない集落
も含め、前子、烏帽子、出浦、上
日出山、下日出山、横根、石坂集
落を散策します。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
一
足
先
に
秋
を
迎
え
た
苗
場
山
。今

年
で
２
回
目
の
Ｔ
ａ
ｐ
主
催
の
苗
場
登
山
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
常
連
さ
ん
と
初
心
者
が
混
じ
っ
た
15
名
の

参
加
者
が
登
山
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。


